
 

本
紙
第
110
号
（
６
月
発
行
）
で
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
、

「
奥
の
細
道
紀
行
320
年
記
念

カ
ー
ド
ラ
リ
ー
」
は
、

期
間
を
残
す
と
こ
ろ
１
ヶ
月
を
切
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
度
、
私
は
全
28
ヶ
所
の
カ
ー
ド
を
も
れ
な
く
集
め
、

無
事
岐
阜
県
大
垣
市
に
ゴ
ー
ル
イ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

ラ
リ
ー
の
内
容
を
今
一
度
ご
紹
介
し
ま
す
。
『
芭
蕉

が
奥
の
細
道
に
旅
立
っ
て
か
ら
今
年
で
320
年
。
こ
れ
を

記
念
し
て
、
奥
の
細
道
ゆ
か
り
の
28
自
治
体
が
共
同
で

カ
ー
ド
ラ
リ
ー
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
絵
柄

の
ご
当
地
カ
ー
ド
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
５
種
類
以
上

集
め
て
下
さ
い
。
』
と
い
う
も
の
で
す
。
※
詳
細
は
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
芭
蕉
．
ｃ
ｏ
ｍ
」h

tt
p
:
/
/w
w
w
.
b
a
s

yo
.
c
o
m/

を
ど
う
ぞ
。

カ
ー
ド
集
め
る
と
言
っ
て
も
、
単
に
も
ら
っ
て
く
る

だ
け
で
は
つ
ま
ら
な
い
。
芭
蕉
も
訪
ね
た
名
所
旧
跡
を

巡
り
つ
つ
、
思
い
出
に
残
る
旅
を
し
よ
う
、
と
思
い
ま

し
た
。

埼
玉
・
栃
木
・
福
島
方
面
へ
は
、
何
日
か
に
分
け
て

Ｊ
Ｒ
・
東
武
線
に
乗
り
、
日
帰
り
で
訪
ね
ま
し
た
。
栃

木
で
は
、
歌
枕
「
室
の
八
島
」
の
あ
る
、
大
神
（
お
お

み
わ
）
神
社
に
お
参
り
し
ま
し
た
。
黒
羽
で
は
、
立
派

な
茅
葺
き
屋
根
の
禅
寺
「
大
雄
寺
（
だ
い
お
う
じ
）
」

と
、
資
料
館
「
芭
蕉
の
館
」
を
訪
れ
、
バ
ス
に
揺
ら
れ

て
「
五
峰
（
ご
ほ
う
）
の
湯
」
と
い
う
温
泉
セ
ン
タ
ー

に
行
き
、
旅
気
分
を
満
喫
で
す
。
松
島
へ
は
、
奥
の
細

道
の
ル
ー
ト
を
あ
え
て
外
し
、
南
千
住
か
ら
仙
台
ま
で

常
磐
線
普
通
列
車
を
乗
り
継
い
で
訪
ね
ま
し
た
。
時
々

太
平
洋
が
広
が
る
車
窓
を
眺
め
な
が
ら
進
み
、
原
ノ
町

駅
で
は
今
や
極
め
て
珍
し
い
「
駅
弁
立
ち
売
り
」
の
お

姉
さ
ん
か
ら
「
ほ
っ
き
め
し
」
を
購
入
で
き
ま
し
た
。

帰
り
は
、
岩
沼
の
立
派
な
「
二
木
（
ふ
た
き
）
の
松
」

を
眺
め
、
竹
駒
稲
荷
を
参
拝
し
た
後
、
熱
く
て
有
名
な

（
？
）
福
島
・
飯
坂
温
泉
「
鯖
湖
湯
」
に
立
ち
寄
り
、

汗
を
流
し
ま
し
た
。

岩
手
・
山
形
・
秋
田
方
面
へ
の
遠
征
は
、
現
地
で
レ

ン
タ
カ
ー
を
手
配
し
、
２
泊
３
日
で
周
遊
し
ま
し
た
。

高
校
生
の
時
以
来
の
平
泉
・
毛
越
寺
を
訪
ね
た
後
、
食

事
が
美
味
し
く
、
家
庭
的
な
鳴
子
・
中
山
平
温
泉
の
旅

館
に
泊
ま
り
ま
し
た
。
翌
日
は
『
蚤
虱

馬
の
尿
す
る

枕
元
』
と
詠
ん
だ
「
封
人
の
家
」
（
江
戸
時
代
の
木

造
茅
葺
き
屋
根
、
重
文
で
す
）
で
管
理
人
さ
ん
と
囲
炉

裏
端
で
歓
談
し
、
そ
れ
か
ら
奥
の
細
道
最
大
の
難
所
と

言
わ
れ
る
「
山
刀
伐
（
な
た
ぎ
り
）
峠
」
に
登
り
ま
し

た
。
尾
花
沢
、
大
石
田
か
ら
「
あ
つ
め
て
早
し
」
の
最

上
川
に
沿
っ
て
の
ド
ラ
イ
ブ
は
快
適
で
し
た
。
こ
の
日

は
日
本
海
に
面
し
た
秋
田
県
・
象
潟
（
き
さ
か
た
）
で

泊
ま
り
、
夕
食
で
夏
の
名
物
「
岩
牡
蠣
」
を
堪
能
し
ま

し
た
。
遠
征
最
終
日
は
、
「
陸
の
松
島
」
と
呼
ば
れ
る

象
潟
の
風
景
を
眺
め
、
名
峰
・
鳥
海
山
を
横
目
に
庄
内

平
野
を
羽
黒
山
下
ま
で
移
動
し
、
車
を
停
め
て
歩
い
て

参
拝
し
ま
し
た
。
芭
蕉
も
こ
う
し
て
（
苦
労
し
て
）
登
っ

た
ん
だ
な
、
と
思
い
を
は
せ
な
が
ら
急
な
石
段
を
ゆ
っ

く
り
踏
み
し
め
る
こ
と
50
分
、
山
頂
に
到
達
し
た
時
は

格
別
の
気
持
ち
で
し
た
。

続
き
は
、
来
月
下
旬
の
122
号
を
お
楽
し
み
に
…
。

【
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

佐
藤

祐
一
郎
】

◆
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
◆

南
千
住
5
丁
目
43
の
13
【
コ
ツ
通
り
】

℡
０
３
（
３
８
０
６
）
４
９
３
０

★
営
業
時
間
の
ご
あ
ん
な
い
★

平
日
・
土
曜
…
AM
10
時
～
PM
7
時
30
分

日
曜
・
祝
日
…
AM
11
時
～
PM
6
時
30
分

★
休
業
日
の
ご
あ
ん
な
い
★

9
月
29
日
と
、
10
月
の
【
毎
週
火
曜
日
】
は
、
休
業
日

で
ご
ざ
い
ま
す
。

メガネの
祐一郎君の
アドバイス

奥
の
細
道
カ
ー
ド
ラ
リ
ー
完
全
制
覇
し
ま
し
た
①

都
立
産
業
技
術
高
専

も
の
づ
く
り
工
学
科
・
吉
田
喜
一

今
年
の
高
専
ロ
ボ
コ
ン
は
『
ダ
ン
シ

ン
グ
カ
ッ
プ
ル

-DAN
CI

N

’

CO
UP

L
E-

』

と
い
う
テ
ー
マ
で
す
。
２
台
の
歩
行
ロ
ボ
ッ

ト
が
繰
り
広
げ
る
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
す
。
ゴ
ー
ル
タ
イ
ム
を
競
う
ス
ピ
ー

ド
勝
負
で
は
な
く
、
３
分
間
の
競
技
時
間

の
中
で
、
ク
リ
ア
し
た
課
題
の
数
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
難
易
度
で
得
点
を
獲
得
す
る
、

新
た
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
対
戦
型
の
競
技

で
す
。

競
技
は
、
各
チ
ー
ム
が
手
動
ロ
ボ
ッ
ト

・
自
動
ロ
ボ
ッ
ト
の
２
台
の
歩
行
ロ
ボ
ッ

ト
を
制
作
し
ま
す
。
ま
ず
、
２
足
歩
行
の

手
動
ロ
ボ
ッ
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
、
フ
ィ
ー

ル
ド
で
待
つ
自
動
ロ
ボ
ッ
ト
に
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
し
て
カ
ッ
プ

ル
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
カ
ッ
プ
ル
と

な
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
協
力
し
て
華
麗
な

ダ
ン
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
挑
戦
し
ま

す
。
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
、
ジ
ャ

ン
プ
や
ス
ピ
ン
、
リ
フ
ト
な
ど
難
易
度
の

高
い
技
を
ク
リ
ア
す
る
た
び
に
ポ
イ
ン
ト

が
与
え
ら
れ
ま
す
。

競
技
は
、
赤
、
青
の
対
戦
形
式
で
、
ふ

た
つ
の
ゾ
ー
ン
に
わ
か
れ
て
行
い
ま
す
が
、

最
後
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
両
チ
ー
ム
が
競
合

す
る
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
で
す
。
見
事
、
全
て

の
課
題
を
ク
リ
ア
す
る
と
得
点
は
１
０
０

点
。
競
技
時
間
３
分
間
の
中
で
、
よ
り
ポ

イ
ン
ト
を
獲
得
し
た
チ
ー
ム
の
勝
利
と
な

り
ま
す
。

ま
た
チ
ー
ム
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ

ン
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
内
容
に
よ
っ
て
、

競
技
中
、
な
ん
ら
か
の
テ
ー
マ
や
ス
ト
ー

リ
ー
を
表
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

恋
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
も
友
情
に
物
語
で
も
、

郷
土
の
伝
説
で
も
題
材
は
自
由
、
各
チ
ー

ム
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
遊
び
心
が
試
さ

れ
ま
す
。
こ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
内
容

は
、
各
賞
の
選
考
や
全
国
大
会
推
薦
の
参

考
に
な
り
ま
す
。

本
校
の
学
生
諸
君
は
、
10
月
25
日
（
日
）

午
後
，
町
田
市
立
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ

る
関
東
信
越
地
区
大
会
向
け
て
気
合
い
が

入
っ
て
い
ま
す
。
実
は
昨
日
か
ら
今
日
に

か
け
て
学
校
に
泊
ま
り
込
み
徹
夜
し
ま
し

た
。
私
も
一
緒
で
，
今
相
当
ぼ
け
て
い
ま

す
。
学
生
と
一
緒
の
泊
ま
り
込
み
は
，
も

う
す
ぐ
62
歳
に
と
っ
て
は
大
変
き
つ
い
で

す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
専
ロ
ボ
コ
ン
（
続
）

吉田喜一
教授の
ものつくり
工学便り

「
す
ま
い
る
た
う
ん
読
ん
で
い
ま
す
、
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
」
と
、
ご
来
店
頂
い
た
皆
様
か
ら

お
声
を
頂
い
た
り
、
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添
え

ら
れ
た
お
葉
書
を
頂
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
嬉
し

い
の
と
同
時
に
、
大
変
励
み
に
も
な
り
ま
す
。

こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

荒
川
区
東
日
暮
里
1
ー
37
ー
11
ー
702

℡
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
３
８
０
７
）
３
４
７
６

情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
鬼
塚
佳
代
子


